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は 63.7％であった。支払い金額の最低は 150 円、最高




で、以下「500 円超 1,000 円以内」（18.5％）、「1,000
円超 2,000 円以内」（17.9％）、「2,000, 円超 3,000 円
以内」（10.1％）、「500 円以内」（9.5％）の順となって
いる。









で、以下「500 円超 1,000 円以内」（5.4％）、「1,000
円超 2,000 円以内」（4.2％）、「500 円以内」（3.6％）、
「2,000 円超 3,000 円以内」（3.0％）の順となっている。































支払い金額の最低は 110 円、最高は 10,000 円であり、
支払者における平均は 2,230 円であった。
　支払い額を 500 円毎に区分した分布をみると、表
９に示すとおり、最多は「1,000 円超 2,000 円以内」
（23.8％）で、以下「何も購入しなかった」（20.8％）、「500










（67.3％）で、以下「1,000 円超 2,000 円以内」（8.9％）、
「2,000 円超 3,000 円以内」（6.0％）、「4,000 円超 5,000
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表 13　飲食費以外の相関と有意差
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表 14 に示すように、総支払額の平均は 4,071 円で
あり、総飲食費の平均は 2,733 円となっている。一切
の支出が無かった８名を除いた 160 人におけ 総支払
額に占める総飲食費の割合の平均は、78.3％であり、
支出の大部分が飲食費であった。
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は 40.6 歳である。年齢層ごとの分布では、表 16に示
すとおり、「40 歳代」が最多で 35.7％、次いで「30
歳代」（26.2％）、以下「20歳代」（14.3％）、「50歳代」
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表 28　消費金額と要因の関連のまとめ
５．まとめ
　5-1．消費傾向
　プロスポーツイベントにおいて、観戦者の消費の大
部分は飲食費であり、その多くは球場内での購入であ
る。
　場内での飲食費と途中の飲食費には正の相関があり、
さらに場内、途中とも同行者が多いほど、飲食費が多
くなる関係があり、これはソーシャル・キャピタル研
究で名高いパットナム（2000）の報告とも一致する。
彼によれば、複数人でボウリングをプレーするリーグ
ボウラーは、一人でプレーするソロボウラーよりも 3
倍のビールとピザを消費しているという ( 柴内康文訳、
130-131 頁、2006)。
本研究もこれと整合的な結果となり、複数人での観戦
者の方が一人での観戦者よりも飲食物への消費金額が
有意に高い結果となった。つまり、複数での試合観戦
行動はグループ内の社会的相互作用を活発にし、その
結果として一人当たりの飲食物等の消費を向上させる
ことに繋がるといえる。なお、同行者が家族かどうか
は無関係である。
　他方で、所要時間や公共交通機関の利用など、球場
への往復途中における飲食店へのアクセスの可能性は
飲食費とは関連しなかった。
　
　5-2．制約事項
　本調査の結果について、特に金額の絶対値について
は、一定の制約が存在する。
　まず、調査日の天候不順の影響から、サンプル数が
少ないことと、場内での飲食物、特に飲料の購入が抑
えられた可能性が高いことがある。
　次に、本調査に限らず、プロスポーツイベント観戦
者を完全な無作為抽出で調査することが極めて困難で
ある点がある。来場者を母集団と仮定したとしても、
完全名簿は入手が不可能であることから、確率論に基
づく標本抽出ができないため、パネル調査に近いもの
にならざるを得ない。
　さらにweb 調査の特性上、携帯電話やインターネッ
ト環境といった技術的制約が回答を妨げる面も皆無と
は言えない
　その面で、本調査で得られた結論の一般化には慎重
さが求められるが、先行研究と一致した結果も得られ
るなど、一定の正当性は確保されているといえる。よ
り普遍的な消費傾向を把握するためには、できるだけ
無作為抽出に近づけるためにサンプル数を多く確保す
ることや、気象条件や開催日など調査対象となったプ
ロスポーツイベントに固有の条件が結果を左右する影
響を小さくするために、調査対象となる試合を増やす
ことで、克服できるものと思量される。
５．まとめ
　5-1．消費傾向
　プロスポーツイベントにおいて、観戦者の消費の大
部分は飲食費であり、その多くは球場内での購入であ
る。
　場内での飲食費と途中の飲食費には正の相関があ
り、さらに場内、途中とも同行者が多いほど、飲食費
が多くなる関係があり、これはソーシャル・キャピ
タル研究で名高いパットナム（000）の報告とも一致
する。彼によれば、複数人でボウリングをプレーする
リーグボウラーは、一人でプレーするソロボウラーよ
－  －
りも倍のビールとピザを消費しているという(柴内康
文訳、0-頁、00）。
　本研究もこれと整合的な結果となり、複数人での観
戦者の方が一人での観戦者よりも飲食物への消費金額
が有意に高い結果となった。つまり、複数での試合観
戦行動はグループ内の社会的相互作用を活発にし、そ
の結果として一人当たりの飲食物等の消費を向上させ
ることに繋がるといえる。なお、同行者が家族かどう
かは無関係である。
　他方で、所要時間や公共交通機関の利用など、球場
への往復途中における飲食店へのアクセスの可能性は
飲食費とは関連しなかった。
　
　5-2．制約事項
　本調査の結果について、特に金額の絶対値について
は、一定の制約が存在する。
　まず、調査日の天候不順の影響から、サンプル数が
少ないことと、場内での飲食物、特に飲料の購入が抑
えられた可能性が高いことがある。
　次に、本調査に限らず、プロスポーツイベント観戦
者を完全な無作為抽出で調査することが極めて困難で
ある点がある。来場者を母集団と仮定したとしても、
完全名簿は入手が不可能であることから、確率論に基
づく標本抽出ができないため、パネル調査に近いもの
にならざるを得ない。
　さらにweb調査の特性上、携帯電話やインターネッ
ト環境といった技術的制約が回答を妨げる面も皆無と
は言えない
　その面で、本調査で得られた結論の一般化には慎重
さが求められるが、先行研究と一致した結果も得られ
るなど、一定の正当性は確保されているといえる。よ
り普遍的な消費傾向を把握するためには、できるだけ
無作為抽出に近づけるためにサンプル数を多く確保す
ることや、気象条件や開催日など調査対象となったプ
ロスポーツイベントに固有の条件が結果を左右する影
響を小さくするために、調査対象となる試合を増やす
ことで、克服できるものと思量される。
注１
　主催者である新潟日報社の担当者に対する著者の聞
き取り調査による。
謝辞
　本研究は、プロスポーツイベント開催が新潟県に及
ぼす経済波及効果を推計するために、新潟県県民生
活・環境部県民スポーツ課の委託により実施した調査
を基盤とし、実査にあたっては、同課並びに主催者で
ある新潟日報社の全面的な協力を得て行われたもので
ある。また、web調査については、シナジーマーケティ
ング株式会社の技術的な支援を得た。ここに関係諸機
関に対して感謝の意を申し上げる次第です。
参考文献
１　文部科学省「スポーツ立国戦略」00年月
２　新潟県「県民スポーツ振興計画」00年月
３　文部科学省「高等学校学習指導要領」00年３月
４　 深道春男・川野恭輔「大分国体海佐による地域
経済波及効果の推計」大分大学経済論集5（３）
007年９月
５　 南　博「プロサッカーチームが北九州市に与える
経済効果に関する研究」北九州市立大学都市政策
研究所紀要第２号00年３月
６　 大分県企画振興部統計調査課・大分大学「大分ト
リニータのホームゲーム開催に伴う経済波及効果
分析について」007年２月
７　 （社）北海道未来総合研究所「00年・北海道日
本ハムファイターズの道内開催試合による経済効
果」00年0月
８　 株式会社ぶぎん地域経済研究所「大宮アルディー
ジャのホームゲーム開催に伴う年間経済波及効
果」00年５月
９　 （財）ひょうご経済研究所「のじぎく兵庫国体・の
じぎく兵庫大会　経済波及効果の推計」00年
0　 パットナム（000），柴内康文訳（00）『孤独な
ボウリング　米国コミュニティの崩壊と再生』，
柏書房
